
 

 

 

 
 
  

 

 那須塩原市内において新型コロナウイルス感染者の確認が続く中、市内の全小・中・義

務教育学校の臨時休業を５月３１日（水）まで延長して実施しております。 

 臨時休業の延長に伴い、児童生徒の学習を保障するために、また、学校間の学習進度に

大きな差が生じないよう基準を設けて家庭学習を支援していきます。 

 

■名称 

 『エールなすしおばら 家学（うちがく）プロジェクト』 

 

■特徴 

 ・今年度の教科書を使用して、予習を中心とした家庭学習を進める。 

 ・市教育委員会と「エールなすしおばら学習委員」が作成した学習の範囲や学び方につ

いての「予定表」と「アドバイス動画」を各学校ホームページで順次掲載する。 

 

■スケジュール（全４回） 

・毎週木曜日に次週の学習予定を順次掲載 

 第１回 ４月３０日（木） ５月 １日（金）～５月 ８日（金）の家庭学習予定 

 第２回 ５月 ７日（木） ５月１１日（月）～５月１５日（金）   〃 

 第３回 ５月１４日（木） ５月１８日（月）～５月２２日（金）   〃 

 第４回 ５月２１日（木） ５月２５日（月）～５月２９日（金）   〃 

 

■「アドバイス動画」の作成について 

 ・５分程度の動画を作成して、家庭学習を進めていく上で「何をどのように進めていく

のか」を分かりやすく伝える。 

 ・市内学校の教員からなる「エールなすしおばら 学習委員」と市教育委員会指導主事が

協働して作成に当たる。 

 

■期待する効果 

 ・学校再開後は、限られた時数の中で授業を行うことが予想されることから、本プロジ

ェクトを実践することで円滑に学習を進めることができる。 
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資料 「エールなすしおばら家学（うちがく）プロジェクト」 

  ～保護者へのお願い～    那須塩原市教育委員会 R2.4 

 

１ はじめに 

   長期にわたる臨時休業に伴い、家庭学習が復習を含め教科書を使った学習(予習)中心の学習に

なります。 

学校再開後は、臨時休業期間中に家庭で学習した内容を生かして授業を進めます。よって今後

の臨時休業期間の家庭学習が子供たちにとって有意義な学習となるよう御協力をお願いします。

学校と保護者が協力してサポートすることで子供たちも安心して学習に臨めます。家庭学習の進

め方を下記に示しましたので御一読ください。 

 

２ 家庭学習の進め方 

(１) 毎週木曜日に翌週 1 週間の「予定表」と学習の進め方についての「アドバイス動画」が学校 

ホームページに示されますので、お子さんと一緒に確認してください。ホームページを視聴で 

きない場合は、学校に御相談ください。 

(２) 予定表は１週間分になります。教科書を使った学習と復習等の内容になります。お子さんと共 

に１週間の計画を立てるなどサポートをお願いします。 

(３) 学習の手順がわかるように「アドバイス動画」が作成されています。アドバイス動画を確認し 

ながら学習を進めさせてください。 

(４) 学習内容はノートやプリント等に「書く・まとめる・計算する」の課題があります。学校再 

開後には、学習したノートやプリントを使って内容の確認や授業をします。ノートやプリント 

等の整理・保管をしておくようサポートしてください。 

(５) 週に 1 度、学校から健康状態や学習の状況等について連絡があります。不安なことや困って 

いることがありましたらその際に相談してください。 

(６) 評価については、学校再開後の授業と家庭学習の状況や成果と合わせて行います。 

 

３ 今後の流れ 

  学校ホームページへの掲載予定 全４回 

      第１回  ４月３０日（木）  （５月 １日（金）～５月 ８日（金）の家庭学習予定） 

       第２回 ５月 ７日（木）  （５月１１日（月）～５月１５日（金）の家庭学習予定） 

       第３回 ５月１４日（木）  （５月１８日（月）～５月２２日（金）の家庭学習予定） 

      第４回 ５月２１日（木）  （５月２５日（月）～５月２９日（金）の家庭学習予定） 

 

４ 保護者の皆様へのメッセージ 

長期間にわたる休業、外出制限がかかる中、親子共々ストレスが高くなっていることと思い

ます。そのような中、お子さんの家庭学習のサポートをお願いすることは大変心苦しい限りで

す。しかし、このような状況でも、子供たちの健康・安全、そして、少しでも学力を保障したい

と思う気持ちは、保護者も先生方も地域の方々も皆同じはずです。子供たちの未来に向けて、ど

うか保護者の皆様、御理解と御協力をお願いします。 


